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生ごみ処理容器等利用状況アンケート集計結果報告 
 
１ 調査目的 

生ごみ処理容器等を購入された方々に対して、効果等を確認する。結果をもとに、町民
の皆さまに対して、生ごみ減量化及び生ごみ処理容器等の推進・啓発を図る。 

現在の使用状況等を調査することで、実際生ごみ処理容器等を使用した目線から、ご意
見をいただき、生ごみ処理容器等の啓発につなげる。 
 
２ 調査対象・人数 

 令和６年１０月１日から令和７年９月３０日までに生ごみ処理容器等購入費補助金の申
請をし、町から補助金の交付を受けた者      ２５名 
【対象者内訳】コンポスト ５名、EM 処理容器 ２名、電気式生ごみ処理機 １８名 
 
３ 調査方法 

第１回 郵送による配布・回答フォームへの電子回答 
第２回 郵送による配布・回答フォームへの電子回答または紙アンケートへ記入後返送 

 
４ 調査期間 

第１回 令和７年８月２０日～令和 7 年９月 ５日 
第２回 令和８年１月 ９日～令和８年１月３０日 

 
５ 回答者数 

 計１６名 （回収率 64％） 
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設問１対象者の判断方法として、合言葉を設定しました。（紙回答の場合は不要） 
 
 
設問２ 
購入した（補助金の申請をした）生ごみ処理容器等の形態を教えてください。 

① コンポスト  ② EM 処理容器  ③ 電気式生ごみ処理機 
【結果】 

 
総回答数：16 

【対象者内訳】コンポスト ５名、EM 処理容器 ２名、電気式生ごみ処理機 １８名 
 
 アンケート対象者のうち、コンポスト購入者の 60％、EM 処理容器購入者の 50％、電
気式生ごみ処理機購入者の 66％がアンケートに回答しました。
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設問３ 
生ごみ処理容器等を購入しようと思った理由を教えてください。 

① 生ごみの臭いを減らしたいから  ② ごみの減量化に取り組みたいから 
③ 生ごみを減らして、指定ごみ袋の節約をしたいから 

 ④ 生ごみをたい肥として利用したいから  ⑤ 補助金制度があるから   
【結果】 

 
総回答数：16 

利用形態別にみると、コンポスト・EM 処理容器利用者は全員「生ごみをたい肥として
利用したいから」と回答し、電気式生ごみ処理機利用の利用者の多くが「生ごみの臭いを
減らしたいから」と回答しました。 

 
設問４ 
生ごみ処理容器等の補助金を知ったきっかけを教えてください。 

 ① 広報みやしろ  ② 町ホームページ  ③ ごみ分別アプリ 
 ④ 食育イベントの掲示  ⑤ 知人からの紹介  ⑥ 購入先からの紹介 
【結果】 

 
総回答数：18 

回答者の約 75％が「町ホームページ」と回答しました。 
 次いで、知人や購入先からの紹介という回答がありました。 
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設問５ 
 使用頻度を教えてください。 

① 毎日  ② 週４～６回  ③ 週１～３回  ④ 使用していない 
【結果】 

 
総回答数：16 

 使用頻度には、ばらつきが生じました。 
 生ごみ処理容器等を「使用していない」という回答はありませんでした。 
 回答者全員が生ごみ処理容器等を継続して使用していることがわかります。 
 
 
 
設問６（設問５で ④使用していない を選択した方）（複数回答可） 
 どうして使用をしていないか、理由を教えてください。 

 ① 機械の故障  ② 電気代がかかる  ③ 音がうるさい 
 ④ 臭いが気になる  ⑤ 処理機へ投入するための手間がかかる   
 ⑥ 思っていたより効果が実感できない  ⑦ 置き場所に困る   

⑧ 維持費がかかる  ⑨ 処理に時間がかかる  ⑩ 虫が発生する 
 
【結果】 
設問５で ④使用していない を選択した人はいなかったため、回答はありませんでした。 
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設問７ 
 生ごみの量はどのように変化したか教えてください。 

 ① ほとんど出なくなった  ② ７割以上減った  ③ 半分程度減った 
 ④ ３割程度減った  ⑤ 変わらない 
【結果】

 
総回答数：16 

 生ごみの量の変化には、ばらつきが生じました。 
 生ごみの量が減ったという声が多い中で、変わらないという意見もありました。 
 
 
設問８（複数回答可） 
 生ごみ処理容器等を使用してみてよかった点（メリット）を教えてください。   

① 生ごみの量が減った  ② 臭いが気にならなくなった  ③ たい肥に利用できる 
④ 台所が清潔になった  ⑤ ごみ出しの回数が減った  ⑥ 虫の発生が減った   
【結果】 

 
総回答数：44 

 回答者の 93％が、「生ごみの量が減った」ことがメリットだと回答しています。 
 次いで、回答者の 75％が「臭いが気にならなくなった」と回答しています。 
 一人あたり 2.75 個のメリットを選択しています。 
設問９はその他のメリット（回答なし） 
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設問１０（複数回答可） 
 生ごみ処理容器等を使用してみて気になる点があれば教えてください。 

 ① 電気代が高い  ② 音がうるさい  ③ 臭いがする 
④ 虫が発生する  ⑤ 処理できる量が少ない  ⑥ 下処理に時間がかかる 
⑦ 処理機の維持管理に手間がかかる  ⑧ 特にない  ⑨ その他 

【結果】 

 
総回答数：23 

メリットが多くある分、気になる点もあるようです。 
設問１１その他の気になる点では、「たい肥になるまで時間がかかる」「フィルターなど

維持費がかかる」「場所をとる。太陽光発電だが蓄電池がないので昼間に処理しようと思
うと音が気になる。一度に処理できる量が少ない。」「フィルターなど維持費がかかる」
「消耗品の購入が必要でコストがかかる」という意見がありました。 

 
設問１２ 
生ごみ処理容器等の使用を続けたいと思うか教えてください。 

① 使用を続けたい  ② やめようと考えている  ③ すでにやめている 
【結果】

 
総回答数：16 

 回答者全員が「使用を続けたい」と回答しました。 
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設問１３（任意） 
 生ごみ処理容器等の購入を検討されている町民の方に対して一言お聞かせください。                              

【結果】 
・生ごみの減量化やカラス被害にも効果があると思います。 
・生ごみの臭い対策になるしエコなのでおすすめ。 
・生ごみがほとんど出なくなるので燃やせるごみの日のごみの量と重さが減った。処理済
のごみはたい肥として 100％再利用できます。（電気式利用者） 
・電気の生ごみ処理機を使って、生ごみがパリパリに乾燥するので、量がかなり減りま
す。高齢者の方がごみ出しするときに軽くなると思います。前に生ごみなどの水分でごみ
を焼却するときにお金がかかるので、皆さんが水分を絞って出すだけで年間のごみ処理費
用が下がると聞きました。畑をやっていない方でも、生ごみを乾燥させてごみ出しすれ
ば、町のごみ処理費用が減らせるのではないかと思います。 
・生活の質を上げることができます。 
 
設問１４（任意） 
 その他生ごみ処理容器等について、ご意見・ご感想等がありましたらお聞かせくださ

い。 

【結果】 
・使ってみて効果を実感しています。 
・屋内で利用しているが音と臭いはそれほど気にならないレベルです。 
・お友達と家庭菜園をしています。パリパリになった生ごみや卵の殻、米ぬかなどを畑に
入れています。無農薬で育てています。住宅密集地なので外でのコンポストは難しいで
す。電気式は臭いもなくとても良いです。電気代はかかりますが。 
・町で、圧縮して捨てる・細かくして捨てる・生ごみ処理容器等の導入を促すならもっと
PR が必要だと思う。 
・たい肥促進の方法について広報誌に載せてほしい。 
・コンポストとして売っている商品だけでなく、手作りコンポストも補助金対象にしてほ
しい 
 
設問１５（任意） 
 生ごみ処理容器等の利用のほかに、ごみの減量化についてあなたが取り組んでいること

がありましたら、お聞かせください。 

【結果】 
・古い服や古本などはリサイクルショップにもって行っています。 
・ラップは使わない。食品ケース回収。食品ケースを使わないスーパーができたら素晴ら
しい！ 
・圧縮して捨てる、細かくして捨てる、なるべく分別して可能なものはリサイクルする。 


